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心臓血管病センター：橋本涼太医師、沼澤洋平副院長補佐らの
下肢動脈血管内カテーテル治療施行患者における
高出血リスク患者の割合と術後1年の臨床転帰についての研究論文が
英文学術誌Heart and Vesselsに掲載されました。

題名：Prevalence of the Academic Research Consortium high bleeding risk criteria in patients undergoing 
endovascular therapy for peripheral artery disease in lower extremities

著者：Hashimoto R, Numasawa Y, Yokokura S, Daigo K, Sakata S, Imaeda S, Hitomi Y, Sato K, Taruoka A, 
Haginiwa S, Kojima H, Tanaka M, Kuno T, Kodaira M.

発表：Heart Vessels 2021;17:747-756

これまでの先行研究から日本の心臓カテーテル治療
施行患者においてはおよそ40-60%程度の症例が高齢、
貧血、腎機能障害をはじめとした高出血リスク基準に
該当し、治療後の合併症発生率も高いことが知られて
いました。一方で、同じカテーテル治療といっても下
肢動脈に対する血管内カテーテル治療施行患者におけ
る高出血リスク基準該当割合やその臨床的意義につい
て調べた研究はこれまでほとんどありませんでした。

今回、橋本医師、沼澤副院長補佐らの研究グループ
は当院で下肢動脈に対する初回の血管内カテーテル治
療を施行した277症例のデータを解析し、従来の心臓
カテーテル治療施行患者をはるかに上回る約70%の症
例が上記の高出血リスク基準に該当するハイリスク症
例であったこと、また高出血リスク基準に該当する症
例は術後1年の死亡率、出血性合併症発生率、下肢切
断率などが高い傾向にあったことをつきとめました。
さらに多変量解析においても高出血リスク患者は術後
1年以内の予後不良を示す独立した因子となることが
わかりました。

このような研究結果を参考に各症例についてリスク
の層別化を行い、アセスメントに基づいた適切な治療
方針を選択することで、下肢動脈血管内カテーテル治
療に伴う合併症発生率の軽減につながることが期待さ
れます。この論文は2021年3月2日に英文誌である
Heart and Vessels誌に掲載され、橋本医師はこの論
文にて医学博士としての学位を取得いたしました。

カテーテル治療施行中の沼澤副院長補佐と橋本医師
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2021年9月1日付けをもちまして足利赤十字病
院副院長および病診病病連携推進委員長を拝命
しました五十棲一男でございます。第一脳神経内
科部長と健診センター長も兼務しておりますが、
本稿では私が足利赤十字病院に勤務したこれまで
の24年間にご協力いただきました地域連携での
諸感謝につきまして、思いつくままに書かせてい
ただきます。

まず、脳神経内科医としてお礼を言い尽くせな
いのが在宅医の先生方です。神経難病は進行する
とどうしても当院への通院が困難となります。そ
んな時、在宅医の先生による患者様ご家庭でのご
加療・ケアが大変頼りになります。同じく感謝し
ておりますのが療養型病院の先生方です。当院で
も診切れない、家庭でも困難といった患者様をい
つも快く引き受けていただき、ありがとうござい
ます。精神科の病院・医院様からも、身体合併症
や脳神経内科疾患の疑いなどでご紹介をいただき、
鋭意診療させていただいております。眼科の医院

様からも神経眼科的症状でご紹介いただきます。
小児科の医院様からも、小児・成人移行期の患者
様をご紹介いただきます。整形外科の病院・医院
様からも、脊椎疾患では説明できない下肢の症状
などでご紹介いただいております。当院は大腸内
視鏡が混雑しており、人間ドックで要精査となっ
た受診者の大腸内視鏡でも大腸内視鏡実施医院
様でお世話になっております。当院多科かけもち
の患者様を一つのクリニックでまとめて診療いた
だけることもあり、患者様の利便性向上とともに
ポリファーマシーの改善に貢献いただいておりま
す。連携施設様からの紹介状は、詳細かつ時系列
で書かれていることが多く、大変ありがたく存じ
ております。

今後、病診病病連携担当副院長ということで、
これまでにも増して紹介・逆紹介の推進を当院医
師らに事あるごとに提言してまいりますので、何
卒よろしくご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

2021年７月1日よりリハビリテーション科部長
に就任いたしました。馬場尊（ばばみこと）です。
どうぞよろしくお願いいたします。

あれ？と思われた方も多いと存じます。私は以
前に同職を2010年4月から2016年7月まで務め
ており回復期リハビリテーション病棟の立ち上げ
に関わらせていただきました。退職後に何をして
いたかというと、名古屋市中村区で約2年間、東
京都葛飾区で約3年間在宅医療専門クリニックの
訪問医として勤務していました。退院後の医療を
経験することは、今後のリハビリテーション医療
に活かせるはずだと感じたからです。病院でリハ
ビリテーション医療を経て在宅復帰したあと数年
経過した患者様が多くいるはずだからです。

約5年間にわたり在宅医療を経験した感想は、
入院中にリハビリテーションを十分に行われて退
院されてきた患者様は意外に少ないということで
した。回復期リハビリテーション病棟に入院しな
いで、急性期からそのまま施設に退院されてい
る患者様や回復期リハビリテーション病棟に入院
してもゴールを達成できずに退院された患者様
が多いと感じました。退院後には病院のリハビリ
テーション科の受診が介護保険の関係で中止さ
れてしまうので、その後のフォローアップが難し

い状況もありました。入院中のリハビリテーショ
ンを確実に行い、退院後に機能を持続できるよ
うな指導を含めてしっかり行う必要があることを
改めて思い知らされました。

この度、前任の中村智之部長が獨協医科大学
リハビリテーション科講師に就任されたのを契機
に再び同職に就任させていただけることになりま
した。これまでの経験を生かしてさらに足利赤
十字病院のリハビリテーションの発展に努力いた
します。

私の母校は現在の藤田医科大学（愛知県豊明
市）です。同大学のリハビリテーションは世界的
に有名です。特に摂食嚥下リハビリテーションと
ロボティクスリハビリテーションは世界最先端で
す。私は大学教員時代に摂食嚥下リハビリテー
ション分野に関わり機能評価を得意としています。
また装具療法や痙縮に対するボツリヌストキシン
療法も積極的に行っております。

現在リハビリテーション科のスタッフは医師2名、
歯科医師3名、理学療法士30名、作業療法士17
名、言語聴覚士10名、歯科衛生士2名です。皆
と力を合わせてより高いレベルのリハビリテーショ
ンを追求していきたいです。今後ともご指導くだ
さいますようよろしくお願いいたします。

副院長　五十棲 一男

就 任 挨 拶 就 任 挨 拶

リハビリテーション科部長　馬場 尊

痙縮に対するボツリヌストキシン療法検査結果を丁寧に説明
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　平素より病診病病連携において多大なご協力を
賜り誠にありがとうございます。放射線治療科の
川口修と申します。この度がん治療において、よ
り低侵襲で効果的な治療が可能となるサイバーナ
イフ装置の導入が決まりましたのでお知らせ申し
上げます。
　定位放射線治療（ピンポイント照射）について
は保険収載以降順次適応拡大がなされ、2020年
4月からは頭頸部については頭頸部腫瘍、脳動静
脈奇形、体幹部では転移病巣のない5cm以下の
原発性肺癌・肝癌・腎癌、3個以内で他病巣のな
い転移性肺癌・肝癌、転移病巣のない限局性前
立腺癌又は膵癌、5cm以下の転移性脊椎腫瘍、
5個以内のオリゴ転移または脊髄動静脈奇形と
様々な病態に適応可能となっています。

近年高齢化が加速する時代において、低侵襲で
根治的な癌治療が行える定位放射線治療の需要
はますます高くなってきています。また分子標的
薬や免疫チェックポイント阻害薬の進歩により固
形癌の治療成績が伸びている中、低侵襲で行える
定位放射線治療の果たす役割がより重要になって

きています。特に少数個の脊椎転移やリンパ節再
発などに代表されるオリゴ転移では、腫大した病
巣のみに高線量を照射する定位放射線治療は副作
用が非常に少なく、高い局所制御が期待できるた
め、化学療法以外に治療法がなかった患者様にとっ
て大きな期待となり得ます。
　根治治療のみならず、緩和治療においてもそれ
らのニーズが飛躍的に高まっている中、当院では
定位放射線治療の専用装置の中でも呼吸性変動
に対してロボットアームが腫瘍を追尾しながら照
射することができ、3次元的なビーム配置を正確
に行えることからより精密で集中性の高いピンポ
イント照射が実現できるサイバーナイフ装置を導入
することにいたしました。2022年秋からの稼働を
目指して現在建屋の工事を進めております。詳し
い運用が定まりましたら改めてお知らせする予定
です。これまで以上に患者様と先生方のご期待に
沿えるように精進して参りたいと存じます。今後と
もご指導・ご支援のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

平素より、病診連携をいただいております先
生方には、ご紹介や治療後の継続診療などで大
変お世話になっており、誠にありがとうございます。

人口の高齢化に伴い、高齢者の慢性疾患は年々
増加傾向にあり、神経疾患に対応することも増
えているものと思われます。地域医療の向上を
祈念して、脳神経領域における代表的疾患の話
題をご紹介します。
脳卒中では、超急性期の血栓溶解療法の適応

が発症4.5時間以内に広がっています。最終健常
時間が明確な場合は、積極的に早急なご紹介を
いただけますと幸甚です。
認知症の3大病型は、脳血管性認知症とアルツ

ハイマー病、Lewy小体型認知症になります。抗
認知薬・疾患修飾療法の広がりにより、早期発
見・早期治療が益々重要になっております。主徴
として健忘は比較的わかりやすいものですが、失
語、失認、失行、遂行能力などの低下を見逃さ
ないよう、手段的日常生活動作（IADL）能力に
注目したスクリーニングが望まれます。

てんかんの薬物治療は、新規抗てんかん薬の
出現とともに、徐々にその様式を変えています。
発作抑制のみを考えるのではなく、より少ない副
作用で、より長期的な予後を改善し、QOLを最
大限にすることが目標となりました。新規薬の薬
剤費は、従来薬と比べると高くなります。しかし
ながら、酵素誘導薬に代表される生活習慣病の
悪化など、長期的な副作用とその合併症にかか
る医療費や、後遺障害による健康寿命の損失な
どを考慮すれば、新規治療薬は充分に有益なも
のであります。
機能性頭痛は、生産年齢人口でADLを低下さ

せる要因の一つです。難治の片頭痛において、
抗CGRPモノクローナル抗体製剤が使用可能と
なり、人生が変わるほどの劇的な効果が得られ
る症例があります。過去に専門科での治療が奏
功しなかった症例でもご相談ください。

より健康なる地域社会を目指して努めて参る所
存でありますので、今後ともご支援・ご協力をよ
ろしくお願いいたします。

放射線治療科部長　川口 修

診療科紹介　放射線治療科 診療科紹介　脳神経内科

第二脳神経内科部長　永島 隆秀

脳神経領域における代表的疾患サイバーナイフ装置の導入決定

導入するサイバーナイフ装置
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平素は、当院へ多くの患者紹介をいただき誠
にありがとうございます。

一時期は医局員の減少もあり近隣の先生方に
大変ご迷惑をおかけして申し訳ございませんでした。

またこの1年ではCOVID-19の感染症のためい
ろいろとお力になれず重ね重ね申し訳ございませ
んでした。

慶應義塾大学・自治医科大学・獨協医科大学の
お力添えもありおかげさまで医局員数も徐々に増
えつつあります。

産科においては分娩制限も現在はやめておりま
す。未熟児出産の受け入れは小児科との相談にな
るので症例ごとの対応とさせていただきます。

婦人科手術症例においては現在腹腔鏡技術認
定医不在のため基本的に腹腔鏡症例はお断りさせ
ていただいております。

開腹症例に制限はございません。
また手術不可能な方でもご相談いただければ幸

いです。
まだまだご要望に完全にお応えすることは難し

いかもしれませんが、確実に1歩ずつ前進していく
つもりです。

今後も産婦人科スタッフ一丸となって地域の期
待に応えられるように日々研鑽を重ねていきたい
所存です。

今後ともよろしくお願い申し上げます。

参与 春 日 　 義 生

日本周産期・新生児医学会暫定指導医
卒後研修指導責任者
日本産科婦人科学会産婦人科専門医
母体保護法指定医師
日本人間ドック学会認定医

第一産婦人科
部長 隅 田 　 能 雄

日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医
母体保護法指定医師
日本臨床細胞学会細胞診専門医・指導医
日本女性医学学会
日本人間ドック学会認定医

第二産婦人科
部長 増田　由起子

日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医
母体保護法指定医師
日本プライマリ・ケア連合学会認定医

医師 浅 原 　 奈 々 日本産科婦人科学会産婦人科専門医・指導医

医師 土 屋　　慶

医師 松 田 　 理 沙

医師 浅田　公美子

医師 北 山 　 晶 菜

先生方には平素より病診・病病連携へのご支
援を賜り、誠にありがとうございます。当院の小
児・新生児医療の取り組みにつきご紹介を申し上
げます。

小児科は15歳（中学3年生）までの内科疾患
を担当します。ただし小児の総合医としての側面
もあり、外科疾患や心因性疾患の初診としてご
紹介を頂くことも多いです。小児は感染症を主体
とした急性疾患の比率が高く、外来加療が基本
となりますが、治療に難渋するときや輸液・抗菌
薬静注などが必要な症例は入院加療を行います。
発熱、発疹、眼球結膜充血や頸部リンパ節腫大
などが同時にみられるときは川崎病の可能性が
高く、冠動脈瘤予防のため大量γ-グロブリン療
法が必要になります（年間20例ほど入院があり
ます）。

夜間や休日に受診する小児は救命救急センター
受診者の10％程度で、救急搬送の多くは熱性け
いれんです。意識の回復が良好であれば、当直

医の診察後に帰宅し翌日かかりつけ医もしくは当
院再診となります。一方、けいれん重積やけいれ
んを短時間に繰り返す群発時には入院し、精査
加療いたします。

鎮静を必要とする乳幼児の脳波、画像（CT、
MRI、超音波）などの検査、さらに各種の食物
アレルギーに対する経口負荷試験を日帰り入院
で行っています。入院での実施は安全を期すため
であり、日帰りのため保護者の負担も少ないよう
です。

当院は栃木県の地域周産期母子医療センター
に指定されており、産婦人科医との連携により当
院出生の病的新生児の診療を行い、さらに近隣
の分娩施設（産科医院）からのご紹介を頂いて
おります（新生児受け入れ基準：在胎33週、出
生体重1500ｇ以上）。地域の小児・周産期医療
の充実、発展を目指して参りますので、今後とも
ご支援、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

第一産婦人科部長　隅田 能雄

診療科紹介　小児科

第一小児科部長　小林 靖明

小児・新生児医療の取り組み

小児科スタッフ

産婦人科の現況

産婦人科スタッフ

診療科紹介　産婦人科

合計件数 2020 年度➡ 329 件
2021 年度➡ 357 件　 4.1％増

※4月～10月比較

産婦⼈科 紹介状件数推移（令和2年度〜令和3年度 ４⽉〜10⽉）
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　2020年6月より前立腺がんに対して手術支援ロ
ボット（da Vinci）を使用したロボット支援前立
腺全摘除術を導入し経験を積んでまいりました。
この度2021年10月より、腎臓がんに対するロボッ
ト支援腎部分切除術（RAPN）を開始しました。
　腎臓がんの手術には腎摘除術(全摘手術)と部
分切除術があります。腎部分切除術は、腫瘍とそ
の周辺部分のみを切除し正常な腎組織を温存する
方法です。比較的小さな腎臓がんでは標準的な治
療法となっています。

これまでは、開腹手術または腹腔鏡手術による
腎部分切除を行ってまいりました。開腹手術は、
広く良好な術野を得やすいため、腫瘍の切除や腎
の縫合などの操作は比較的容易ですが、傷が大き
い・術後の痛みが大きいことが欠点です。腹腔鏡
による腎部分切除術は、開腹手術に比べて傷が小
さく、術後の痛みが少ないなど利点も多いのです
が、腫瘍の切除や腎の縫合で手技が難しくなるこ
とが欠点です。

ロボット支援腎部分切除術（RAPN）は、手術支
援ロボットであるダヴィンチ・システムを使用する
ことで、三次元の立体的な画像を見ながら腫瘍と
臓器の位置関係を正確にとらえて手術することが
できます。また、腹腔鏡手術と異なり、人間の手
の関節以上に自由度の高いロボット鉗子を用いる

ことで、腹腔内での精密な切開や正確な縫合を素
早く行うことが可能です。開腹手術と腹腔鏡手術
の利点を合わせ持った手術と言えます。
　現在のところは小径腎臓がん（4cm以下）に対し、
RAPNを行っておりますが、今後は手術支援ロボッ
トの低侵襲性・確実性・精密性を生かし、4cm
以上の腎臓がん対しても積極的に手術療法を検討
したいと考えております。地域の皆様により良い
外科医療を提供できればと考えておりますので、
今後ともご支援・ご協力をよろしくお願いいたし
ます。

緩和ケアチームの活動内容
１．疼痛・呼吸困難・不眠など苦痛症状の緩和
２．患者や家族のこころのつらさへのケア
３．緩和ケアに関しての患者・家族からの相談
４．意思決定支援
５．リンパ浮腫の相談・指導（リンパ浮腫セラピストと連携）
６．緩和ケア病棟への転科転棟希望
７．輸液療法の適性に関し、ガイドラインに基づき助言
８．鎮静（セデーション）に関し、鎮静ガイドラインに基づき倫理的側面からの助言
９．患者の在宅療養移行への相談（退院支援・PCAポンプの利用・生活支援等）

ロボット支援 腎部分切除術（RAPN）施行中の様子

　当院の緩和ケアチームは、専従看護師1名と専任の医師・薬剤師・作業療法士・管理栄養士・公認心理士・
社会福祉士で構成されています。主治医や病棟スタッフと共に『がん患者と家族のQOLの維持向上』を
目指し、できるだけ早く心身の苦痛症状緩和を図り、様々な意志決定や療養生活などを一緒に考え、支
援していきたいと考えています。緩和ケアチームはコンサルテーション型の医療チームで、主体は主治医・
病棟看護師です。コンサルテーションのあったがん患者と家族の様々な問題についてチームでカンファレ
ンスを行い、その結果を依頼者に提案をしています。　　

ここ数年の介入実績は、新規依頼(成人がん患者)200～240件／年間、延べ回診数は500～860件／
年間で、依頼件数が多い科は、外科・内科・泌尿器科・婦人科で全体の92～95％を占めています。

また、緩和ケアチームは、医療従事者に対し、緩和ケアに関する知識・技術の提案や啓発を行っています。

第一泌尿器科部長　西井 昌弘

診療科紹介　泌尿器科 チーム医療の紹介　緩和ケアチーム

緩和ケアチームメンバー

泌尿器科ダヴィンチチーム

当院におけるロボット支援腎部分切除術
（RAPN : Robot-assisted partialnephrectomy）の導入

各病棟と外来に掲示している案内ポスターチームカンファレンスの様子
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■ 足利市：95施設
あいファミリークリニック足利
青木病院
青空ひふ科
青柳耳鼻咽喉科
あお山クリニック耳鼻咽喉科
浅岡医院
浅原眼科クリニック
足利腎クリニック
足利第一病院
足利中央病院
あしかがの森足利病院
あしかが皮膚科クリニック
足利富士見台病院
あしかがメンタルクリニック
あなはらクリニック
阿部医院本院
天貝ペイン皮膚科クリニック
井岡眼科医院
いかるぎ町内科クリニック
いざわ脳神経内科
井戸川クリニック
今井病院
うるしばらクリニック
大岡胃腸内科
岡田内科
小倉耳鼻咽喉科医院
小沢医院
小平小児科クリニック
小平内科クリニック
落合医院
尾之内外科
小野内科消化器科医院
賀川診療所
笠原外科胃腸科医院
鹿島眼科
鹿島こどもクリニック
かしま産婦人科
鹿島整形外科
鹿島内科
柏瀬眼科
かめいクリニック
亀田医院ペインクリニック
亀山産婦人科医院
きねぶちクリニック
行徳整形外科クリニック
くさの小児科
こどもクリニックしまむら
小林内科
小松原ペインクリニック
こんのクリニック
さくら通りクリニック
三瓶医院
柴田クリニック
昌平町こどもクリニック
新山クリニック
鈴木病院
すながクリニック
整形外科かないクリニック
関内科医院
田村レディスクリニック
筑波医院
てらうち内科小児科医院
ときたクリニック
栃木産科婦人科医院
冨田内科医院
富谷耳鼻咽喉科医院

長﨑病院
なかたクリニック
なかみがわ内科・小児科クリニック
中谷医院
中山内科医院
西田医院
はじか外科内科
平沢内科医院
深井眼科医院
福地医院
ふじさわみみはなのどクリニック
伏島医院
伏島クリニック
堀江皮フ科クリニック
本庄記念病院
前沢病院
増田医院
みくりや整形外科
みどり眼科クリニック
皆川病院
みなみ眼科
柳田医院
山浦内科医院
山川ゆい診療所
ゆはし医院
横山皮膚科医院
吉田醫院
両毛クリニック
わたなべ整形外科

■ 佐野市：58施設
相田婦人科内科医院
秋山内科医院
ありさわ眼科クリニック
板橋医院
江面外科胃腸科医院
大野眼科クリニック
岡産婦人科医院
岡田こどもクリニック
小倉医師会通りクリニック
小島内科医院
おぬき内科クリニック
加藤クリニックプラザ
神永皮膚科医院
亀田医院
くすのき整形外科
くまいクリニック
黒田整形外科医院
こばやしファミリークリニック
齋藤耳鼻咽喉科医院
齋藤内科医院
さかい皮フ科クリニック
佐野市国民健康保険常盤診療所
佐野市国民健康保険氷室診療所
佐野市民病院
佐野利根川橋クリニック
佐野西村眼科クリニック
志賀クリニック
清水整形外科クリニック
城山公園すずきクリニック
すがやクリニック
鈴木内科クリニック
関谷内科胃腸科医院
蘇原医院
匠レディースクリニック
竹石内科クリニック
土屋小児科
坪水医院
富田内科クリニック
長島医院
のしろクリニック
馬場医院

平野外科医院
藤田整形外科医院
ほだかクリニック
ほりごめクリニック
ますだトータルケアクリニック
増田内科医院
丸山レディースクリニック
緑の屋根診療所
ヤマト医院
山中クリニック
よこづかハートクリニック
柳川小児科医院
吉田耳鼻咽喉科クリニック
米山内科クリニック
両毛病院
若林胃腸科医院
綿引クリニック

■ 太田市：70施設
あい太田クリニック
あいファミリィクリニック太田
新井診療所
荒木医院
有坂医院
石川皮膚泌尿器科
伊藤産婦人科
イムス太田中央総合病院
岩崎医院
うがじんクリニック
えはら内科クリニック
大川眼科
大島胃腸科内科クリニック
太田記念病院
太田協立診療所
太田じんクリニック
太田中央眼科
おおたブレストクリニック
太田糖尿病クリニック
太田南クリニック
荻野整形外科クリニック
鹿山整形外科
川田クリニック
木崎クリニック
喜多村クリニック
くつなクリニック
剣持整形外科
こいそ整形外科クリニック
宏愛会第一病院
小島医院
小林胃腸科医院
小林クリニック
坂本胃腸科医院
佐藤耳鼻咽喉科医院
三枚橋病院
耳鼻咽喉科みなみ医院
下浜田クリニック
秀クリニック
城山病院
杉立医院（ｽｷ ﾀ゙ﾃｲｲﾝ）
杉田内科医院
関口医院内科
宝診療所
たちばな小児科アレルギー科クリニック
東毛敬愛病院
とうもう整形外科クリニック
ときざわレディスクリニック
登田医院
呑龍クリニック
中野医院
なないろこどもクリニック
成田医院
野口皮膚科医院

八幡クリニック
服部・えびすさまクリニック
平原内科・消化器科
深川クリニック
ふくだ耳鼻咽喉科クリニック
藤井レディースクリニック
冨士ヶ丘病院
星野内科胃腸科医院
堀江病院
堀越医院
まえはら耳鼻咽喉科クリニック
みのわクリニック
もとじま整形外科・糖尿病内科
本島総合病院
山口医院
山田クリニック
和賀クリニック

■ 館林市・邑楽郡：58施設
阿部医院
新井内科クリニック
板倉耳鼻咽喉科クリニック
伊藤眼科医院
宇沢整形外科
おうら病院
岡田整形外科クリニック
小曽根整形外科
かさはら内科医院
加藤医院
金丸内科医院
神尾内科医院
川島脳神経外科医院
川田耳鼻咽喉科医院
慶友整形外科病院
県西在宅クリニッック舘林
公立館林厚生病院
ごが内科楡クリニック
後藤クリニック
小林内科医院
こやなぎ小児科
さくま内科胃腸科クリニック
さくらクリニック
佐々木皮膚科クリニック
澤田皮膚外科
しんじょう整形外科クリニック
新橋病院
鈴木眼科医院
高木整形外科
高橋クリニック
たけい小児科・アレルギー科
竹越医院
多々良診療所
館林医院
館林記念病院
たなか医院
田沼整形外科医院
田沼内科医院
千代田医院
つつじメンタルホスピタル
寺内医院
土井レディスクリニック
ハートクリニック
蜂谷病院
はまだクリニック
福田ペインクリニック
富士クリニック・ペインクリニック
星野こどもクリニック
堀越医院
ましも内科・胃腸科
松井内科医院
真中医院
黛泌尿器科内科医院

当院は地域医療支援病院としての機能を果たすため、地域の医療機関と協力・連携して医療を実施しています。連携する医療機関は登録
医としてご登録いただいており、現在、足利市95施設、佐野市58施設、太田市70施設、館林市・邑楽郡58施設、桐生市・みどり市52施設、
栃木市2施設の合わせて335施設の医療機関にご登録いただいております。

歯科登録医は181施設にご登録いただいております。登録医療機関数（医科・歯科合計516施設）        （2021年12月1日現在）

まりレディスクリニック
三浦医院
明和セントラル病院
森下内科医院
横田胃腸科内科

■ 桐生市・みどり市：52施設
アイダ痛みのクリニック
雨宮内科医院
石川整形外科医院
石川内科クリニック
いずみ内科
岩下病院
大澤医院
大前医院
おりひめ医院
川島眼科医院
菊地医院
岸病院
北川眼科医院
北川内科クリニック
桐生クリニック
桐生厚生総合病院
桐生整形外科病院
くりた医院
クリニック樹
恵愛堂病院
小島内科医院
こんどう整形外科リハビリテーション科医院
斎藤医院
さかいのクリニック
坂本内科医院
さくら耳鼻咽喉科
耳鼻咽喉科設楽医院
昭和皮膚科医院
城田クリニック
新宿医院
鈴木整形外科クリニック
須永医院
赤南診療所
高木病院
たかのす診療所
東邦病院
永田医院
日新病院
はせがわ循環器内科クリニック
長谷川整形外科医院
ひきた小児科クリニック
藤井内科医院
藤江醫院
星野クリニック
前川内科医院
細井内科医院
松井内科医院
三丸医院
矢部クリニック
山口クリニック
大和病院
わたらせリバーサイドクリニック

■ 栃木市：2施設
あまがい内科医院
小松原医院
　　　　　　　市町村別・五十音順

■ 足利市：64施設
青木歯科医院
麻野歯科医院
足利デンタルクリニック
アシコタウン歯科
アベ歯科
阿部歯科医院
阿部歯科クリニック
天海歯科診療所
いもと歯科医院
いもと歯科医院（八椚）
植木歯科医院
大川歯科医院
岡田歯科クリニック
岡林歯科医院
おかむら小児歯科クリニック
おざわ歯科医院
柏瀬歯科医院
春日丘歯科
加藤歯科医院
かなえ歯科クリニック
河内歯科
かわまた歯科医院
きが歯科医院
久保田歯科医院
小林歯科医院
小林歯科クリニック
コム中島歯科
近藤歯科医院
さくら歯科
櫻井歯科医院
さくらい歯科クリニック
歯科あべクリニック
しのだ歯科医院
しのだ歯科クリニック
鈴木歯科医院
須永歯科医院
関根歯科クリニック
添野歯科医院
田辺歯科医院
長歯科医院
つるた歯科クリニック
とき﨑歯科医院
戸塚歯科医院
とば歯科医院
内藤歯科医院
中島歯科医院
ながしま歯科・口腔外科クリニック
ながせ歯科医院
なかたに歯科
西田歯科医院
２丁目石井歯科医院
はぎわら歯科医院
ほり里小林歯科
マキオ歯科医院
松井歯科医院
松島歯科医院
むらかみ歯科・矯正歯科
やまもと歯科医院
吉岡歯科医院
よしたに矯正歯科

若田部歯科医院
若林歯科医院
渡辺歯科クリニック
わたらせ歯科クリニック

■ 佐野市：51施設
相田歯科医院
あきくさ歯科クリニック
芥川歯科医院
安蘇谷歯科
アップル歯科クリニック
新井歯科医院
安藤歯科医院
飯塚歯科医院
石井歯科医院
植木歯科医院
ウエキ歯科クリニック
えづら歯科クリニック
おおしま歯科医院
おおた歯科・小児・矯正歯科クリニック
大橋歯科医院
大畑歯科医院
岡村歯科医院
落合歯科医院
かどわき歯科クリニック
亀田歯科医院
かめのこ歯科医院
公園にれい歯科
ごとう歯科医院
こん歯科クリニック
齋藤歯科医院
さくら歯科
塩野谷歯科医院
島田歯科診療所
スマイルスマイル歯科
たかはし歯科医院
長島医院歯科
長島歯科医院
中村歯科医院
奈良原歯科
楡の木歯科医院
パール歯科医院
橋本歯科医院
長谷川歯科医院
ひまわり歯科医院
三井歯科医院
峯岸歯科医院
目黒歯科医院
やすげ歯科クリニック
柳川歯科医院
山内歯科クリニック
山口歯科クリニック
湯本歯科医院
よこづか歯科
横塚歯科医院
よこづか歯科クリニック
米山南歯科診療室

■ 太田市：14施設
あい歯科クリニック
飯塚歯科医院
おおたモール歯科
木暮歯科医院
ゴスペル歯科クリニック
須藤歯科クリニック
竹部歯科医院

田中歯科医院
中野歯科医院
野村歯科クリニック
備前島歯科医院
ヒデ・デンタルクリニック
ふじい歯科・小児歯科
山鹿歯科医院

■ 館林市・邑楽郡：22施設
石井歯科医院
石山歯科医院
岩崎歯科クリニック
おおいし歯科医院
岡田歯科医院
久保田歯科
斉藤歯科医院
齋藤歯科クリニック
高志歯科医院
武安歯科医院
ちよだの森歯科診療所
根本歯科・矯正歯科医院
野本歯科クリニック
浜田歯科医院
ひだまり歯科医院
ほりこし歯科クリニック
まちだ歯科医院
まつもと歯科医院
みやけ歯科医院
森田歯科医院
山川歯科クリニック
横田歯科クリニック

■ 桐生市・みどり市：30施設
相生なかじま歯科医院
井本歯科医院
大塚歯科クリニック
加孝歯科クリニック
金子歯科医院（相生）
かねこ歯科医院（境野）
桐生歯科医院
香村デンタルクリニック
小林歯科医院
小林歯科クリニック
古室歯科クリニック
小森谷歯科医院
斎藤歯科医院
坂爪歯科医院
さくらぎ歯科医院
須藤歯科医院（桐生境野）
須藤歯科医院(桐生東）
須永歯科医院
高島歯科医院
田島歯科
とおる歯科医院
鳥羽歯科医院
中島歯科医院
松本歯科医院
三丸歯科クリニック
森下歯科クリニック
山﨑歯科医院
百合歯科医院
わかつき歯科
わたなべ歯科クリニック

　　　　　　　市町村別・五十音順

合計
335 施設

登録医療機関一覧
合計
181 施設歯科医科



2022年1月　足利赤十字病院
病診・病病連携推進委員会　地域連携課

■ 東武伊勢崎線「北千住駅」（東武特急りょうもう号）より「足利市駅」まで約1時間
　 「足利市駅」下車　タクシーで6分
■ JR両毛線「足利駅」下車　タクシーで8分／「山前駅」下車　タクシーで3分
■ 北関東自動車道　太田桐生ICより10分／足利ICより20分

地域連携課
■ T  E  L ／ 0284-20-1374（直通）
■ F A X ／ 0284-21-4135
■ E-mail ／ byoushin@ashikaga.jrc.or.jp
■ 担　当／ 石川・松村・永澤・川島

〒326-0843 栃木県足利市五十部町284-1
https://www.ashikaga.jrc.or.jp

よ べ ちょう

案内図

1　副院長就任挨拶　　（五十棲　一男）
2　診療部長就任挨拶　（馬場　尊）
3　放射線治療科　　　（川口　修）
4　脳神経内科　　　　（永島　隆秀）
5　産婦人科　　　　　（隅田　能雄）

6　小児科　　　　　　（小林　靖明）
7　泌尿器科　　　　　（西井　昌弘）
8　チーム医療の紹介　緩和ケアチーム
9　登録医・登録歯科医療機関一覧
　　心臓血管病センター　英文学術誌に掲載
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　英文学術誌 Heart and Vessels 掲載

足利赤十字病院　病診・病病連携ニュース 2022年1月 vol.32
心臓血管病センター：橋本涼太医師、沼澤洋平副院長補佐らの
下肢動脈血管内カテーテル治療施行患者における
高出血リスク患者の割合と術後1年の臨床転帰についての研究論文が
英文学術誌Heart and Vesselsに掲載されました。

題名：Prevalence of the Academic Research Consortium high bleeding risk criteria in patients undergoing 
endovascular therapy for peripheral artery disease in lower extremities

著者：Hashimoto R, Numasawa Y, Yokokura S, Daigo K, Sakata S, Imaeda S, Hitomi Y, Sato K, Taruoka A, 
Haginiwa S, Kojima H, Tanaka M, Kuno T, Kodaira M.

発表：Heart Vessels 2021;17:747-756

これまでの先行研究から日本の心臓カテーテル治療
施行患者においてはおよそ40-60%程度の症例が高齢、
貧血、腎機能障害をはじめとした高出血リスク基準に
該当し、治療後の合併症発生率も高いことが知られて
いました。一方で、同じカテーテル治療といっても下
肢動脈に対する血管内カテーテル治療施行患者におけ
る高出血リスク基準該当割合やその臨床的意義につい
て調べた研究はこれまでほとんどありませんでした。

今回、橋本医師、沼澤副院長補佐らの研究グループ
は当院で下肢動脈に対する初回の血管内カテーテル治
療を施行した277症例のデータを解析し、従来の心臓
カテーテル治療施行患者をはるかに上回る約70%の症
例が上記の高出血リスク基準に該当するハイリスク症
例であったこと、また高出血リスク基準に該当する症
例は術後1年の死亡率、出血性合併症発生率、下肢切
断率などが高い傾向にあったことをつきとめました。
さらに多変量解析においても高出血リスク患者は術後
1年以内の予後不良を示す独立した因子となることが
わかりました。

このような研究結果を参考に各症例についてリスク
の層別化を行い、アセスメントに基づいた適切な治療
方針を選択することで、下肢動脈血管内カテーテル治
療に伴う合併症発生率の軽減につながることが期待さ
れます。この論文は2021年3月2日に英文誌である
Heart and Vessels誌に掲載され、橋本医師はこの論
文にて医学博士としての学位を取得いたしました。

カテーテル治療施行中の沼澤副院長補佐と橋本医師


